


















か傘 ‘y ~ø ひろ
金 森昭広
医学博士
第 76 5 4 号





















oligo dTカラムで精製した後，ノーザンプロ γ トを行った。また腫証言細胞株としては，MSBl，RP
1， HP 1を用いた。ノーザンプロット， サザンプロット， cDNAの合成については常法に従った。
[成 績]
MDVlの腫湯原性の消失に伴い変化するBamHI-D及び H断片の 1R部分から転写されるR







の1R部分および隣接するBamH1 -12部分より転写されていたが， 2.3kbのRNAは， BamH 1 -







にも存在するか否かを検討するため， MDV 1ゲノムの90%以上を含む， BamH 1 -A--Nの17種のプ
ロープを用いて，腫虜原性BC-l株と非腫蕩原性BC-1株について比較したが， BamH 1 -Aの領
域からコードされるRNAにのみ相異が認められた。
次にこれら 3種のRNAがMDリンパ腫より樹立した培養腫蕩細胞株において発現しているか否かを，
MSB1， RP1， HPlの3種の腫蕩細胞株につき検討した。これらの細胞のうち， MSB 1では2.3
kbと6.0kbのRNAが検出されたが， R P 1では2.7kbと3.6kbのRNAが検出され， H P 1では，この
領域からのRNAの発現は検出されなかった。これについて更にサザンブロット法にてDNAの解析を









推測される O なお，これらのRNAは調べたMD腫虜細胞株3株のうち， 2株でのみ検出された O 今後
その産物につき，腫虜関連たん白との関係を明らかにしたい。
論文の審査結果の要旨
本研究は，マレック病ウイルス (MDV)の腫蕩原性の消失に伴い変化するウイルス遺伝子領域から
? ?
転写されるRNAを見出し，その性質を解析したものであるoすなわち，この領域に存在する132bpの
反復配列は腫蕩原性の消失に伴い，そのコピー数が不均一に増加するが，本研究ではこの反復配列がこ
のRNAの転写領域の一部であることを明らかにし，更に非腫蕩原性株ではこれが不均一な分子量のR
NAに変化することなどを示した。本研究はMDVの腫蕩化機構の分子生物学に重要な知見を加えたも
のであり学位論文として価値あるものと考える O
? ?
